
都道府県（支部）

次世代につなぐ技能と知識
造園業の明日をともに拓く

造園連に加入するには…
造園業を営んでいる方であれば、どなたでも加入できます。加入金と
会費を納入された後、バッチ・会員証・手帳が交付されます。詳細に
つきましては、全国の都道府県支部または造園連本部までお問い合
わせ下さい。技術に誇りを持つ、みなさんの参加をお待ちしています。

一般社団法人日本造園組合連合会の　　
マークは、「地球を緑で包もう」という意味を
込めた造園連のシンボルマークです。

●当会へのご相談、加入ご希望の方は、一般社団法人日本造園組合連
　合会　  03-3293-7577 もしくは、最寄りの都道府県支部までお気軽
　にお問い合わせ下さい。

組織図

分会（組合）

組合員

伝統の継承と創造

〒101-0052  東京都千代田区神田小川町3-3-2マツシタビル7階
TEL：03-3293-7577　FAX：03-3293-7579
URL：http://www.jflc.or.jp　E-mail：jflc@sepia.ocn.ne.jp

日本造園組合連合会一　　般
社団法人

日本造園組合連合会一　　般
社団法人

日本造園組合連合会一　　般
社団法人



〇造園技能検定、造園施工管理技術検定などの国家資格取得を支援
〇技能系の実技講習を中心としたセットメニュー講習会の運用
〇全国都市緑化フェアなど大規模な緑化祭への庭園出展
○映像教材、書籍の制作と発行

技術技能の向上

○維持管理請負制の推進
○造園業の働き方改革の推進
○担い手確保のための諸施策の実施
○建設雇用管理活動の実施
〇庭園アドバイザーの養成（庭園アドバイザー認定研修会の実施）

経営の改善

〇労働安全衛生関係セットメニュー講習会の実施
　（ロープ高所作業特別教育、職長・安全衛生責任教育）
〇ブロック・支部単位での安全大会開催の支援
○高所作業における安全マニュアルの制作と配布
○安全関係法令改正時の周知と啓発

安全管理活動

○機関紙「造園連新聞」の発行
　（組合員の毎日の業務に役立つ情報や官公庁の動き）
○「庭の日」（4月28日）の一般市民への周知と緑の啓発
○千樹萬幹コラム集「伝統の継承と創造」の発行
○造園連ホームページによる情報発信

広報活動

〇世界的な文化遺産である日本庭園を、つくり・守り・育てる
　スペシャリストの育成と認定

日本庭園士認定制度の推進

○「みどり福祉制度」の運営
○第三者賠償保険「グリーンガード保険」の推進

福利厚生

○国土交通省に協力。海外に500以上ある日本庭園の修復に
　技能者を派遣

海外日本庭園の修復活動

◯毎日の仕事に役立つ造園資機材、書籍を斡旋

○技能グランプリ（熟練技能者）
○技能五輪全国・国際大会（23歳以下の青年技能者）
○若年者ものづくり競技大会（20歳以下の未就学生）

事業部活動の推進

◯造園シンポジウムへの参加・協力、造園業のＩＴ化、経営革新事業など
　に積極的に取り組んでいる。

その他の活動

技能五輪など
各種競技大会への参加と
大会の円滑な運営

多様なニーズに対応する技術技能の研鑽・継承。
人材の育成・確保と経営基盤の改善・拡充。
職場の福利厚生と作業の安全・安心。
造園業に携わる仲間を支え、活気あふれる業界を目指します。

造園連は、昭和48年に発足し、49年6月に厚生労働省・国土交通省から

公益法人の許可を受け、平成25年4月に一般社団法人に移行しました。

全国の造園業者が集う、日本最大の造園緑化団体として、技術技能の向上、

よりよい緑の環境づくりをめざし、様々な活動を展開しています。
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青年部の活動12

13

2

3

4

5

造園連イメージキャラクター  庭丸くん

登録造園基幹技能者の育成10

造園感謝祭の実施（伊勢神宮奉納行事）11


